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１ 実践事項 

 

タイトル：「基本的な生活習慣の定着にむけて」 

 

２ 実践内容 

  持ち物をそろえて登園できるように「持ち物チェックリストの配布」「表示の活用」「持ち物調べ」

を実施し、園生活に必要な持ち物に意識が持てるようにする。 

 

３ 説明資料 

（１）「もちものリスト」の配布 【４月】 

入園当初、登降園の際、園児のカバンを保護者が持っていたり、帽子をかぶらずにカバンに

入れていたりすることがあり、子ども自身が自分の持ち物に意識が低いことが感じられた。そ

こで、親子で持ち物を確認し一緒に準備ができるように、４月後半、「もちものリスト」を作

成した。降園時に保護者一人一人に「もちものリスト」の活用の仕方を伝えながら配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆ 活用の仕方 ☆☆ 
 

☆「もちものリスト」は玄関先やお子さんの通園バッ

グを置く場所など、目に留まる場所に貼ってご活用

下さい。 
 

☆登園前日に、親子で持ち物を確認しカバンに荷物を

入れて下さい。 
 

☆登園前の朝、「もちものリスト」を見ながら『帽子

ＯＫ！』『ハンカチＯＫ！』『水筒ＯＫ！』と楽しみ

ながら確認できるといいですね。 
 

☆自分の持ち物に意識がもてるよう、登降園の際は自

分のカバンや持ち物は自分で持つようにしましょ

う。 
 

☆降園の際も水筒や帽子、弁当箱の忘れ物が多いです。

お子さんに任せるのではなく、親子で確認してくだ

さい。 
 

“忘れ物ゼロ”で登園できるようにしましょう。 

 

保護者からは「絵を見ながら、毎日チェックしてますよ」「夜、明日の準備しようと言って、親子で一緒に確

認しながらカバンに持ち物を入れています」などの声があった。次第に自分の持ち物に意識がもてるようにな

り、必要な物をそろえて登降園できるようになってきた。また、カバンも保護者に持たせることもなくなってき

た。 

 

イラストと文字が
入って分かりやす
いです！ 

親子で１つ１つ確認
しながらカバンに入
れています。 

自分で準備しよ
うとする姿が見
られるようにな
りました。 

【様式1】



（２）学級全体での持ち物調べ 【６月後半】 

園生活にすっかり慣れた時期に忘れ物が目立ち始めました。また、「今日も忘れたから帽子貸して～」

と忘れても平気な様子が伺えた。6 月後半から 7 月にかけての 2 週間、学級で持ち物調べを取り入れ

た。項目は“帽子・お便り帳・水筒・ハンカチ・上履き・着替え・ビニール袋・歯ブラシセット”の８項目とし、

「帽子を持っていますか」「ハンカチはポケットに入っていますか」と、１つずつ確認をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帽子はもって

いますか？ 

ハンカチはポケット

に入っていますか？ 

○学級の仲間がそろうと、集まってみんなで確

認する。 
 
先 生： 帽子持っているかな？ 

子ども： ＯＫ 

先 生： ハンカチはポケットに入っている？ 

子ども： カバンから取ってくるね 
 
と確認をしながらチェックし、そろっていると〇

をつけていく。 

今日も忘れ物 

しなかったよ！ 

「よし！忘れ物ＯＫ」 

「私もＯＫ！」 

「やったね♬」 

こんな結果に！ 

「持ち物チェック」を始めた頃は、「ママが忘れた」「お母さんが入れなかった」と言ったり、忘

れても困る様子がなかったり、持ち物をそろえて登園するという意識の低さが伺えた。 

しかし、２週目になると、「先生、今日は全部〇だよ」と調べる前から報告してきたり、「あと一

個で全部〇だったなぁ」と残念がったりする姿が見られるようになった。また、学級全体で行っ

たことで、自分だけでなく友達のことも見えるようになり「僕も忘れないようにしよう」という

意識高まってきたように感じた。 

７／６（水） 〇の数 ％ 

帽子 ４１ １００％ 

お便り帳 ３９ ９５％ 

水筒 ３９ ９５％ 

ハンカチ ２７ ６６％ 

上履き ４１ １００％ 

着替え ４１ １００％ 

ビニール袋 ３８ ９５％ 

歯ぶらしセット ３５ ８５％ 

 

７／６(水) ７／１３（水） 〇の数 ％ 

帽子 ３９ ９８％ 

お便り帳 ４０ １００％ 

水筒 ４０ １００％ 

ハンカチ ３３ ８３％ 

上履き ４０ １００％ 

着替え ４０ １００％ 

ビニール袋 ４０ １００％ 

歯ぶらしセット ４０ １００％ 

７／１３(水) 



 

（３）表示の活用 【１０月】 

入園当初から登園時間を８時１５分としてきましたが、２学期になっても８時１５分に間に

合わず８時半以降に登園する子がいた。友達関係も深まり始めてきたこの時期に、登園の遅い

子はすでに始まっている遊びに入れず戸惑ったり、一人遊びをしたりする子がいた。その現状

を保護者に個別で伝えていった。 

また、「できると、いいな！幼稚園のお約束」というタイトルで“帽子をかぶって登園しま

しょう”と“８時１５分までに登園しましょう”のポスターを絵と文字入りで作成し、玄関先

と各学級に貼り出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学級の黒板や壁など 目の付くところに掲示 

保護者にも意識してもらえるよう玄関先に掲示 

８時３０分から学級や全体での活動を入れたことで、「もう、始まっている！」と子ども自身が気付き、

参加したい意欲を子ども達が保護者へ伝えるため、保護者も子どもの気持ちを受け止め、間に合うよう

に登園できるようになった。また、「できるといいな！幼稚園のお約束」のポスターを張り出し、学級全体

で話をしたりしたことで、少しずつだが子ども達も保護者も８時１５分登園を意識するようになった。 

もう少し、早く

起きようね。 

今日の続きしたい

から、明日は早く幼

稚園に行こうね！ 

ポスターの内容を学級全体で確認し合う 

帽子はこのよう

にかぶって登園

しましょうね。 



（４）個人での持ち物調べ 【１１月】 

２学期の生活に慣れた１０月頃から、休み明けの月曜日に“うわばき”“帽子”を忘れる子が多くなってき

た。特に“帽子”は休み明け関係なく毎日代わる代わる忘れる子がおり、学級用の帽子を借りることが続い

た。忘れることが多い子は、園の帽子を借りっぱなしになっていても気づかず、園への返却がないこともあ

った。 

ハンカチや着替え、歯ブラシなどはどうなのか？を学級の集まりで「ハンカチがポケットに入っている子

は手をあげて」と声をかけてみると、学級の半数の子が持ってきていることもあるが、学級の 3分の 1程

の子しか持ってきていない日もあった。そこで、１１月１４日～１１月２８日の１０日間、子ども達が個別で行

う持ち物調べを実施することにした。 

今回は、７月の時と異なり、登園してすぐに自分自身で持ち物チェックを行う方法を取り入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週目が終わるころ「ハンカチのところ、ずっと〇がついてない！」と気づいた子が、翌日「ハンカチもっ

て来たよ」と嬉しそうに報告してきたり、持ち物チェックしている子の表をのぞき込んで「○○は、毎日忘れ

物がないね、なんで？どうやって？」など聞いたりする姿が見られた。「ぼくは、夜お母さんと持ち物リスト

見ながら、カバンに洋服とか入れているから、忘れないわけ」と“忘れ物ゼロの方法” を得意気に教える姿

も見られた。２週目に入ると先週に比べて全部〇がついている子が増えてきた。 

あれ？ハンカチ

をずっと忘れて

いたんだ！ 

自分で○つけ

楽しいね♪ 

夜、お母さんと持ち物

リスト見ながら、カバ

ンに洋服とか入れて

いるから、忘れないよ 

年長 Ａさん 

休み明けに忘れ物が多いＡさんは、持ち物調べ３日

目には「今日ぜんぶ○になった」と嬉しそうに報告

してきた。 

翌日からも忘れ物ゼロで登園できるようになった。 

年長 Ｂさん 

こんな結果に！ 

持ち物調べを自分で行うことで「あれ？ハンカチの

ところがずっと×になっている」と気づくことがで

き、持ち物をそろえることに意識ができ翌日からは

忘れ物をしなくなった。 



４ 成果 

 ○「持ち物リスト」や「できるといいな！幼稚園のお約束」のポスターをイラストと文字で作成した

ことで、子どもにも分かりやすく、親子で一緒に確認したり子ども自身が園に必要なものをそろ

えて登園するという意識をもつことにつながった。 

 
○子ども達の実態から忘れ物が目立ち始めた頃に持ち物調べを行った。学級全体で行うことで周りの

友達の状況を知り、忘れ物ゼロの友達に刺激を受けて“ぼくも忘れ物ゼロを目指そう”という気持

ちがでてきた。また、自分で持ち物調べをすることで、自分が忘れている物に気づき、忘れないた

めに自分で確認したり準備をする子が増えた。 
 
○送迎時や個人面談等で保護者へ状況を伝えることで、保護者が我が子の実態を知ったり園での取り

組みに共感し、園と家庭とが協力して進めていくことができた。 

 

５ 課題 

 ○忘れ物が続く子や登園が遅い子は同じ子という実態がある。子どもだけでは改善できず保護者の

協力が必要であるため、その都度状況を伝え個々に合わせて連携をとりながら進めていく。 

 

○子どもの実態を把握し、改善につながるような工夫した取り組みやマンネリ化しないような方法を

考え、子ども達一人一人の基本的な生活習慣が定着するような取り組みを行う。 


